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一
に
つ
い
て

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
三
第
十
一
項
に
規
定
す
る
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設

（
少
数
の
乳
児
又
は
幼
児
を
対
象
と
す
る
も
の
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
同
法
第

三
十
四
条
の
十
五
第
二
項
の
認
可
を
受
け
て
い
な
い
も
の
（
同
法
第
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
の
認
可
を
取
り
消
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
の
設
置
に
係
る
同
法
第
五
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
件
数

は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
、
九
百
三
件
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
と
し
て
は
、
個
人
で
実
施
し
て
い
る
も
の
が

六
百
四
十
七
件
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
雇
用
す
る
等
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
が
二
百
五
十
六
件
で
あ
る
。

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
指
導
監
督
基
準
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
子
ど
も
の
預
か
り
サ
ー

ビ
ス
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
委
員
会
に
お
い
て
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
現
時
点
で
お
答
え
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
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一



平
成
三
十
一
年
度
予
算
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
認
可
外
の
居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
」
の
施
設
の
利
用
料
と
そ
の
他
の
認

可
外
保
育
施
設
の
利
用
料
に
係
る
費
用
を
区
別
し
て
計
上
し
て
い
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

二


